
内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

一
五

内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

―
附
：
長
澤
文
庫
所
蔵
の
文
瀾
閣
四
庫
全
書

吾
　
妻
　
重
　
二

は
じ
め
に

　

関
西
大
学
総
合
図
書
館
の
内
藤
文
庫
は
東
洋
史
学
者
・
内
藤
湖
南
（
一
八

六
六

－

一
九
三
四
）
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
東
洋
史
学
関
連
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
内
藤
文
庫
に
は
多
く
の
貴
重
書
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
四
庫

全
書
（
文
溯
閣
）
の
書
物
の
原
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
従
来
、
そ
の
存
在
が
ま
っ
た
く
忘
却
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
内
藤
文
庫
整
理
の
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
関
西
大
学
所
蔵　

内
藤
文
庫

漢
籍
古
刊
古
鈔
目
録
』（
関
西
大
学
図
書
館
、
一
九
八
六
年
）
を
見
る
と
、
口

絵
の
冒
頭
に
「
四
庫
全
書　

雁
門
集
及
び
瑟
譜
」
と
し
て
カ
ラ
ー
の
書
影
を

掲
げ
る
と
と
も
に
、
凡
例
で
は
こ
れ
を
「
内
藤
文
庫
善
本
の
象
徴
」
と
し
て

載
せ
た
と
し
て
お
り
、
目
録
本
文
に
お
い
て
も
こ
れ
を
著
録
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
同
書
後
半
に
載
せ
る
「
内
藤
文
庫
展
観
目
録
」
に
は
な
ぜ
か
こ
れ
を

収
載
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
詳
し
い
解
説
も
見
え
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
以
後
、

同
文
庫
に
四
庫
全
書
の
原
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
注
意
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
か
つ
て
そ
の
こ
と
を
遺
憾
に
思
い
、「『
続
修
四
庫
全
書
』
と
四
庫

関
連
叢
書（

（
（

」
と
い
う
拙
文
の
中
で
こ
れ
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
そ

の
際
は
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
後
新
た
に
知
ら
れ
た
資

料
も
あ
る
の
で
、
こ
の
度
そ
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
本
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、

改
め
て
注
意
を
喚
起
し
た
い
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
機
会
に
、

湖
南
と
文
溯
閣
と
の
関
係
、
お
よ
び
文
溯
閣
四
庫
全
書
の
鈔
本
な
ど
の
諸
事

項
、
さ
ら
に
同
じ
く
関
西
大
学
総
合
図
書
館
の
長
澤
文
庫
に
蔵
す
る
文
瀾
閣

四
庫
全
書
の
原
本
一
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
関
し
、
そ
の
提
要
が
金
毓
黻
に
よ
っ
て

編
集
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。



一
六

一　

内
藤
文
庫
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

1
　
内
藤
文
庫
の
文
溯
閣
四
庫
全
書

　

周
知
の
よ
う
に
四
庫
全
書
は
清
の
乾
隆
帝
が
当
代
屈
指
の
学
者
を
結
集
し

て
編
纂
さ
せ
た
も
の
で
、
乾
隆
四
十
六
年
（
一
七
八
一
）
に
正
本
が
完
成
し

た（
（
（

。
書
式
を
半
葉
八
行
、
行
二
十
一
字
で
統
一
し
、
各
書
の
冒
頭
に
当
該
書

籍
の
解
題
す
な
わ
ち
「
提
要
」
を
載
せ
、
全
体
を
経
・
史
・
子
・
集
の
伝
統

的
な
四
部
分
類
に
よ
っ
て
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
経
部
は
緑
色
、
史
部
は
紅

色
、
子
部
は
藍
色
、
集
は
灰
色
の
絹
表
紙
を
用
い
、
装
訂
は
包
背
装
の
形
式

を
と
っ
た
。
七
万
九
千
余
巻
、
約
三
万
六
千
冊
か
ら
な
る
空
前
の
一
大
叢
書

が
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

四
庫
全
書
編
纂
と
同
時
に
専
用
の
書
庫
も
建
て
ら
れ
た
。
宮
廷
内
の
文
淵

閣
に
は
完
成
し
た
正
本
を
収
蔵
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
複
写
し
て
作
っ
た
副
本

を
、
奉
天
故
宮
（
現
在
の
瀋
陽
市
）
の
文
溯
閣
、
北
京
円
明
園
の
文
源
閣
、

熱
河
避
暑
山
荘
（
現
在
の
承
徳
市
）
の
文
津
閣
に
そ
れ
ぞ
れ
収
め
た
。
以
上

が
い
わ
ゆ
る
「
内
廷
四
閣
」
で
あ
る
が
、
一
般
人
の
閲
覧
に
供
す
る
た
め
に
、

さ
ら
に
揚
州
大
観
堂
に
文
匯
閣
、
鎮
江
金
山
寺
に
文
宗
閣
、
杭
州
聖
因
寺
に

文
瀾
閣
を
建
て
て
各
一
部
を
蔵
し
た
。
こ
れ
が
「
江
浙
三
閣
」
で
、
結
局
の

と
こ
ろ
合
計
七
部
の
テ
キ
ス
ト
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、

宮
廷
の
武
英
殿
に
も
副
本
一
部
を
蔵
し
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
含
め
れ
ば
合
計

八
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
出
版
は
さ
れ
ず
、
す
べ
て
繕
写
さ
れ
た
鈔
本
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
咸
豊
十
年
（
一
八
六
〇
）
の
ア
ロ
ー
戦
争
や
咸
豊
三
年

（
一
八
五
三
）
以
降
の
太
平
天
国
の
乱
な
ど
に
よ
り
多
く
が
失
わ
れ
、
ほ
ぼ
完

全
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
は
現
在
、
台
湾
の
故
宮
博
物
院
に
移
管
さ
れ
て
い

る
文
淵
閣
本
と
北
京
の
中
国
国
家
図
書
館
に
蔵
す
る
文
津
閣
本
で
あ
る
。
ま

た
奉
天
の
文
溯
閣
本
は
一
部
を
亡
失
し
た
あ
と
、
文
淵
閣
本
に
よ
る
補
鈔
に

よ
っ
て
も
と
の
姿
を
ほ
ぼ
恢
復
し
（
後
述
）、
文
瀾
閣
本
は
こ
れ
ま
た
相
当
部

分
を
散
佚
し
た
が
、
の
ち
に
他
書
に
よ
り
補
鈔
さ
れ
て
旧
観
に
復
し
た
と
い

う
。

　

さ
て
、
い
ま
内
藤
文
庫
に
蔵
す
る
四
庫
全
書
は
、
も
と
も
と
奉
天
の
文
溯

閣
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
次
の
三
点
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
書
誌
事

項
を
記
し
て
お
く
。

『
瑟
譜
』
六
巻　

元 

熊
朋
来
撰　

二
冊

�

（
請
求
番
号 CL21**3*2201

－1

～2

）

『
韶
舞
九
成
楽
補
』
一
巻　

元 

余
載
撰　

一
冊

�

（
請
求
番
号　CL21**3*2200

）　　
　

『
雁
門
集
』
四
巻　

元 

薩
都
拉
撰　

三
冊

�

（
請
求
番
号　CL21**3*2202

－1

～3

）

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
き
さ
三
十
一
・
七
×
二
十
・
二
セ
ン
チ
、
匡
郭
二

十
一
・
七
×
十
四
・
四
セ
ン
チ
、
装
訂
は
包
背
装
。
罫
紙
は
朱
糸
欄
で
四
周

双
辺
。
半
葉
八
行
、
行
二
十
一
字
。
毎
冊
本
文
巻
首
に
「
文
溯
閣
寶
」
の
朱



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

一
七

文
大
方
印
、
毎
冊
末
尾
に
「
乾
隆
御
覽
之
寶
」
の
朱
文
方
印
の
鈐
印
が
あ
る

（
図
1
～
6
参
照
）。

　

ま
た
、
表
紙
は
『
瑟
譜
』
と
『
韶
舞
九
成
楽
補
』
が
緑
色
の
絹
を
、『
雁
門

集
』
が
灰
色
の
絹
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
前
二
者
が
経
部
、
後
者
が
集
部

に
属
す
る
か
ら
で
、
四
庫
全
書
の
装
訂
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
書
の
巻
首
副
葉
裏
に
は
詳
校
官
や
覆
核
官
の
名
を
記
し
た

黄
色
の
小
附
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
図
7
参
照
）。

『
瑟
譜
』：
詳
校
官 

臣 

関
槐

　
　
　
　

覆
核
官 

臣 

陸
錫
熊

『
韶
舞
九
成
楽
補
』：
詳
校
官 

臣 

関
槐

　
　
　
　
　
　
　
　

覆
核
官 

臣 

陸
錫
熊

『
雁
門
集
』：
詳
校
官 

臣 

翁
方
綱

　
　
　
　
　

覆
核
官 

臣 

陸
錫
熊

　

こ
こ
に
見
え
る
陸
錫
熊
、
翁
方
綱
お
よ
び
関
槐
は
い
ず
れ
も
四
庫
館
臣
で
、

乾
隆
期
を
代
表
す
る
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
。
こ
の
小
附
箋
は
、

現
在
広
く
通
行
し
て
い
る
文
淵
閣
本
四
庫
全
書
の
影
印
本
（
台
湾
商
務
印
書

館
お
よ
び
上
海
古
籍
出
版
社
出
版
、
ま
た
四
庫
全
書
珍
本
）
で
は
モ
ノ
ク
ロ

で
印
字
さ
れ
て
い
る
た
め
黄
色
の
附
箋
の
形
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
貴
重

な
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
の
う
ち
『
瑟
譜
』
は
元
・
熊
朋
来
撰
で
、
二
十
五
弦
の
瑟
お
お
ご
とに

よ
る
音
楽

演
奏
に
つ
き
古
義
を
ふ
ま
え
つ
つ
論
述
し
た
も
の
、『
韶
舞
九
成
楽
補
』
は

元
・
余
載
撰
で
、
伝
統
舞
楽
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
雁

門
集
』
は
元
・
薩
都
拉
の
文
集
で
、
薩
都
拉
は
字
は
天
錫
、
号
は
直
斎
。
ム

ス
リ
ム
家
庭
の
出
身
の
い
わ
ゆ
る
色
目
人
だ
が
、
詩
人
・
画
家
・
書
家
と
し

て
す
ぐ
れ
た
作
品
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
が
文
溯
閣
四
庫
全
書
の
原
本
で
あ
る
こ
と
は
以
上
の
書
誌

的
特
色
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
の
が
、
文
溯
閣
四

庫
全
書
か
ら
失
わ
れ
た
書
物
の
リ
ス
ト
に
上
記
の
三
点
が
載
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
次
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

2
　
内
藤
湖
南
と
文
溯
閣

　

奉
天
に
置
か
れ
て
い
た
文
溯
閣
四
庫
全
書
は
清
朝
が
滅
ん
で
中
華
民
国
に

な
る
と
、
政
治
的
混
乱
に
伴
っ
て
幾
多
の
変
遷
を
た
ど
る
。
そ
し
て
東
北
地

方
の
権
益
を
担
っ
て
い
た
満
鉄
つ
い
で
満
洲
国
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
満
洲
国
の
康
徳
五
年
（
一
九
三

八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
文
溯
閣
四
庫
全
書
要
略
及
索
引
』（
国
立
奉
天
図
書

館
）
の
「
附
録
二　

文
溯
閣
四
庫
全
書
運
復
記
」
に
説
明
が
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
民
国
三
年
（
一
九
一
四
）、
文
溯
閣
四
庫
全
書
は
袁
世
凱

の
要
請
に
よ
っ
て
北
京
に
運
ば
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
管
理
が
行
き
届
か

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
民
国
十
四
年
（
一
九
二
五
）、
張
学

良
、
楊
宇
霆
ら
東
北
軍
閥
の
支
援
に
よ
っ
て
故
宮
保
和
殿
か
ら
も
と
の
奉
天



一
八

文
溯
閣
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
こ
の
移
動
の
間
に
合
計
七
十
二
巻

が
失
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
の
書
物
群
が
そ
う
で
あ
る
。

『
礼
書
綱
目
』
十
巻

『
春
秋
列
国
世
紀
編
』
一
巻

『
春
秋
集
伝
詳
説
』
八
巻

『
繙
訳
五
経
四
書
』
七
巻

『
瑟
譜
』
六
巻

『
韶
舞
九
成
楽
補
』
一
巻
（
以
上
、
経
部
）

『
欽
定
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
』
十
二
巻

『
欽
定
盛
京
通
志
』
四
巻

『
諡
法
』
四
巻
（
以
上
、
史
部
）

『
証
治
準
縄
』
一
巻

『
高
斎
漫
録
』
一
巻
（
以
上
、
子
部
）

『
鯨
背
集
』
一
巻

『
西
河
集
』
九
巻

『
御
製
詩
集
』
二
巻

『
玉
瀾
集
』
一
巻

『
雁
門
集
』
四
巻
（
以
上
、
集
部
）

　

こ
こ
に
は
他
な
ら
ぬ
『
瑟
譜
』『
韶
舞
九
成
楽
補
』『
雁
門
集
』
の
三
点
が

は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
現
在
、

内
藤
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て
湖
南
の
所
蔵
に
帰
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
次
に
湖
南
と
文
溯
閣
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
湖
南
は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
の
三
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
奉
天
に
出
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
、
富
岡
謙
蔵
、
羽
田
亨
ら
の

協
力
を
得
て
『
満
文
老
檔
』『
五
体
清
文
鑑
』
を
写
真
撮
影
す
る
と
と
も
に
、

『
礼
部
志
稿
』
な
ど
文
溯
閣
四
庫
全
書
の
珍
本
を
借
出
し
て
鈔
写
し
て
い
る（

（
（

。

こ
の
時
に
鈔
写
し
た
書
物
は
、
日
記
等
に
よ
れ
ば
六
十
八
冊
に
の
ぼ
っ
て
お

り
、
そ
れ
は
次
章
に
触
れ
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
当
時
文
溯
閣
の
管
理
は
し

っ
か
り
し
て
い
た
よ
う
で
、
湖
南
は
「
文
溯
閣
の
管
理
人
は
主
任
一
人
、
兼

任
二
三
人
の
み
に
し
て
、
能
く
自
在
に
書
籍
の
出
納
を
處
辨
せ
り
」
と
報
告

し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
湖
南
の
文
溯
閣
調
査
は
、
前
述
し
た
民
国
三
年
（
一
九
一
四
）、
袁
世

凱
の
要
請
に
よ
る
北
京
移
管
に
先
立
つ
時
期
で
あ
り
、
文
溯
閣
四
庫
全
書
の

一
部
が
失
わ
れ
た
と
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
当
時
の
文
溯
閣

の
管
理
状
況
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
調
査
時
に
湖
南
が
『
瑟
譜
』
以
下

三
書
を
入
手
し
た
可
能
性
は
低
い
と
い
え
よ
う
。
も
し
入
手
し
て
い
た
の
な

ら
、
湖
南
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
日
記
等
に
そ
れ
と
記
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
湖
南
文
庫
の
文
溯
閣
本
三
点
は
湖
南
の
奉
天
訪
問
よ
り

後
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
お
け
る
文
溯
閣
本
移
動
の
間
に
外
部

に
流
失
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
何
ら
か
の
ル
ー
ト
を
経
て
湖
南
の



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

一
九

所
蔵
に
帰
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
あ
と
に
見
る
日
本
所
蔵
の
他

の
四
庫
全
書
の
例
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
書
肆
に
よ
る
将
来
品
で
あ
っ
た
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
文
溯
閣
か
ら
失
わ
れ
た
合
計
七
十
二
巻
に
関
し
て
い
え
ば
、
奉
天

で
は
そ
の
後
、
一
九
二
六
年
夏
か
ら
一
年
か
け
て
、
北
京
の
故
宮
に
蔵
さ
れ

る
文
淵
閣
本
に
よ
っ
て
補
鈔
作
業
を
進
め
、
全
体
が
再
び
揃
う
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
前
述
し
た
「
文
溯
閣
四
庫
全
書
運
復
記
」
に
よ
っ
て
わ
か

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、

迺
以
十
五
年
夏　

仿
文
瀾
閣
例　

請
於
故
宮
博
物
院　

依
文
淵
閣
本　

傭
二
十
人
補
鈔　

以
董
衆
譚
峻
董
其
事　

盛
夏
揮
汗　

浹
背
霑
衣　

厳

冬
沍
寒　

炉
火
無
温　

亀
手
瑟
縮　

而
伏
案
校
録　

未
嘗
稍
輟　

僅
七

十
二
巻　

越
一
載
而
始
成（

（
（

と
、
当
時
の
苦
心
の
さ
ま
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
当
時
、
満
鉄
の
奉
天

図
書
館
司
書
と
し
て
そ
の
作
業
に
か
か
わ
っ
た
植
野
武
雄
も
「
民
国
三
年
袁

世
凱
帝
政
時
代
に
北
京
に
移
り
、
更
に
民
国
十
四
年
奉
天
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
こ
と
や
、
移
転
、
変
乱
の
た
め
に
七
十
二
巻
を
失
ひ
ま
し
た
こ
と
や
文
淵

閣
本
に
よ
り
補
写
し
た
事
な
ど
」
云
々
と
し
て
そ
の
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る（

（
（

。

こ
れ
以
後
、
文
溯
閣
四
庫
全
書
は
一
九
三
一
年
の
満
洲
事
変
に
よ
る
戦
乱
を

く
ぐ
り
抜
け
て
満
鉄
・
奉
天
図
書
館
の
衛
藤
利
夫
や
植
野
の
尽
力
に
よ
っ
て

保
全
さ
れ
、
そ
れ
は
衛
藤
や
植
野
ら
の
誇
り
と
す
る
こ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

つ
い
で
に
い
え
ば
、
現
在
、
文
溯
閣
四
庫
全
書
は
蘭
州
の
甘
肅
省
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
六
年
、
ソ
連
と
の
戦
争
勃
発
を
恐
れ
て
瀋
陽

か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ま
目
睹
す
る
を
得
な
い
の
を
遺
憾
と

す
る
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
所
蔵
庫
と
し
て
新
た
な
文
溯
閣
が
建
て
ら
れ
、

そ
こ
に
往
時
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

（
（

。

二　

内
藤
文
庫
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
鈔
本
に
つ
い
て

1
　
文
溯
閣
調
査
時
の
鈔
写

　

さ
て
、
湖
南
と
文
溯
閣
の
関
係
で
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
湖
南
が
文

溯
閣
四
庫
全
書
の
書
物
を
鈔
写
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
8
お
よ
び
9

参
照
）。

　

す
な
わ
ち
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
奉
天
を
訪
れ
た
湖
南
は
、

同
年
の
四
月
下
旬
か
ら
翌
五
月
中
旬
に
か
け
て
、
現
地
で
写
字
生
を
十
名
ほ

ど
雇
っ
て
文
溯
閣
か
ら
『
礼
部
志
稿
』
等
の
書
物
を
借
出
し
、
写
さ
せ
て
い

る
。
湖
南
自
身
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

此
写
し
た
中
で
礼
部
志
稿
と
い
ふ
の
は
ど
う
い
ふ
も
の
か
と
云
ふ
と
、

即
位
の
礼
や
、
皇
室
の
礼
や
、
或
は
官
吏
登
用
試
験
、
即
ち
科
挙
の
事

や
い
ろ
〳
〵
あ
る
、
其
中
の
主
客
司
と
云
ふ
の
に
は
外
国
に
関
係
し
た

先
例
と
云
ふ
や
う
な
も
の
が
あ
る
、
之
に
は
星
槎
勝
覧
、
西
洋
朝
貢
典

録
な
ど
に
も
載
つ
て
居
ら
ぬ
も
の
ま
で
も
載
つ
て
居
る
明
代
の
写
本
で

あ
る
が
、
四
庫
の
中
に
入
つ
た
か
ら
版
本
は
一
も
な
い
、
で
是
は
四
庫



二
〇

の
本
で
写
す
よ
り
仕
方
が
な
い
か
ら
や
つ
た
。
其
他
二
三
の
本
を
写
し

た
が
、
一
ケ
月
ば
か
り
の
間
に
本
の
数
が
百
六
七
十
巻
冊
数
に
し
て
六

十
八
冊
ば
か
り
を
写
し
た

（
（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
湖
南
は
、
刊
本
の
な
い
、
た
だ
四
庫
全
書
に
の
み
収
め
ら
れ

た
『
礼
部
志
稿
』
な
ど
の
貴
重
書
を
鈔
写
さ
せ
て
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
時
に
鈔
写
さ
れ
た
『
礼
部
志
稿
』
の
一
部
は
現
在
、

こ
れ
ま
た
内
藤
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る（

（
（

（
図
10
お
よ
び
11
参
照
）。

『
礼
部
志
稿
』
六
冊　

明 

兪
汝
楫
編
（
請
求
番
号 L21**4*22

－1

～6

）

　

巻
一
～
十
一
、
巻
十
四
～
十
五
、
巻
九
十
九
～
一
百

　

二
十
七
・
二
×
十
九
・
六
セ
ン
チ
、
罫
な
し

　

紙
縒
り
で
上
下
二
ヵ
所
を
綴
じ
る
（
い
わ
ゆ
る
大
和
綴
じ
）

『
礼
部
志
稿
』
八
冊　

明 

兪
汝
楫
編
（
請
求
番
号 L21**4*23

－1

～8

）

　

巻
三
～
八
、
巻
三
十
五
～
四
十
、
巻
八
十
九
～
九
十
五

　

二
十
六
・
六
×
十
六
・
六
セ
ン
チ
、
罫
な
し

　

四
つ
目
綴
じ

　

両
者
は
い
ず
れ
も
巻
頭
に
「
欽
定
四
庫
全
書
」
と
題
さ
れ
て
い
る
の
で
四

庫
全
書
本
の
鈔
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
筆
跡
が
各
冊
ご
と
に
違

っ
て
い
る
の
は
、
複
数
の
写
字
生
に
分
担
し
て
筆
写
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
で

あ
ろ
う
。
大
き
さ
や
装
訂
が
前
者
と
後
者
で
互
い
に
異
な
る
こ
と
、
ま
た
巻

三
～
八
が
重
複
し
て
い
る
の
も
、
ば
ら
ば
ら
に
分
担
筆
写
さ
せ
た
こ
と
に
起

因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
内
藤
文
庫
に
は
さ
ら
に
『
礼
部
志
稿
假
目
録
』
な
る

文
献
が
蔵
さ
れ
て
い（

（1
（

る
（
図
12
参
照
）。

『
礼
部
志
稿
假
目
録
』
七
冊
（
請
求
番
号 L21**4*24

－1

～7

）

　

十
八
・
七
×
十
一
セ
ン
チ

　

こ
れ
は
「
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
」
の
朱
罫
紙
を
用
い
た
ペ
ン
書
き
の

目
録
で
、
最
初
の
巻
一
か
ら
最
後
の
巻
百
に
至
る
ま
で
、
目
次
の
す
べ
て
が

網
羅
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
巻
六
以
降
に
は
「
一
オ
」「
一
二
ウ
」
と
い
っ
た

よ
う
に
葉
数
の
表
・
裏
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
記
の
『
礼
部
志
稿
』

鈔
本
の
そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
お
り
、
同
書
の
目
次
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
し
か
も
末
尾
に
「
大
正
元
年
十
二
月
九
日
写
了
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
の
は
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
奉
天
か

ら
『
礼
部
志
稿
』
の
写
し
を
持
ち
帰
っ
た
湖
南
が
帰
国
後
す
ぐ
、
そ
の
す
べ

て
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
目
次
を
作
ら
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
い

う
大
正
元
年
は
明
治
四
十
五
年
と
同
年
で
あ
っ
て
、
そ
の
七
月
三
十
日
か
ら

大
正
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い（

（1
（

。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
湖
南

が
中
国
の
儀
礼
制
度
史
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
物
語
る
も

の
で
も
あ
る
。
湖
南
の
い
う
よ
う
に
『
礼
部
志
稿
』
は
刊
本
が
な
く
、
四
庫



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

二
一

全
書
本
の
み
が
伝
わ
る
だ
け
で
、
湖
南
は
儀
礼
史
研
究
の
上
で
重
要
文
献
で

あ
る
本
書
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
湖
南
は
『
礼
部
志
稿
』
以
外
に
も
「
二
三
の
本
を
写
し
た
」
と
い

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
何
な
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。『
礼
部
志
稿
』
は
全
百
巻

で
あ
る
が
、
湖
南
は
「
百
六
七
十
巻
」
を
写
し
た
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
こ

れ
以
外
に
六
、
七
十
巻
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
筆
者
は
当
初
、
あ
と
に
述

べ
る
『
中
原
音
韻
』
と
『
鯨
背
吟
集
』
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
が
、
関
連
資
料
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
一
九
一
二
年
の
鈔
写
で

は
な
く
、
も
っ
と
後
の
鈔
写
ら
し
い
。

2
　
そ
の
後
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
鈔
写

　

さ
て
、
内
藤
文
庫
に
は
、『
礼
部
志
稿
』
以
外
に
も
文
溯
閣
四
庫
全
書
本
を

写
し
た
鈔
本
が
少
な
く
と
も
二
点
蔵
さ
れ
て
い
る
。
次
が
そ
う
で
あ
る
（
図

13
お
よ
び
14
参
照
）。

『
中
原
音
韻
』
二
巻　

元 

周
徳
清
撰　

二
冊

�

（
請
求
番
号 L21**3*2199

－1
～2
）

　

三
十
一
・
八
×
二
十
セ
ン
チ
、
匡
郭
二
十
一
・
四
×
十
四
・
三
セ
ン
チ

　

�

装
訂
は
包
背
装
、
表
紙
の
絹
は
こ
げ
茶
色
。
罫
紙
は
朱
糸
欄
で
四
周

双
辺
。
半
葉
八
行
、
行
二
十
一
字
。
夾
板
で
は
さ
む
。
た
だ
し
紐
は

な
し

『
鯨
背
吟
集
』
一
巻　

元 

朱
晞
顔
撰　

一
冊

�

（
請
求
番
号 L21**3*1654

）

　

三
十
一
・
八
×
二
十
セ
ン
チ
、
匡
郭
二
十
一
・
四
×
十
四
・
三
セ
ン
チ

　

�

装
訂
は
包
背
装
、
表
紙
の
絹
は
紺
色
。
罫
紙
は
朱
糸
欄
で
四
周
双
辺
。

半
葉
八
行
、
行
二
十
一
字

　

こ
の
両
者
は
共
通
点
が
多
い
。
本
の
大
き
さ
、
匡
郭
の
サ
イ
ズ
、
罫
紙
の

形
式
な
ど
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
包
背
装
で
あ
る
こ
と
、
冒
頭
に

「
欽
定
四
庫
全
書
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
共
通
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
違
う
点
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
表
紙
の
絹
面
の
色
が
前
者
は
こ

げ
茶
色
、
後
者
は
紺
色
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
筆
跡
が
互
い
に
違
う
こ
と
、
夾

板
が
一
方
に
は
あ
る
が
一
方
に
は
な
い
と
っ
た
点
も
注
意
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
文
溯
閣
四
庫
全
書
を
鈔
写
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
ま
ず
『
中
原
音
韻
』
つ
い
て
い
え
ば
、
毎
冊

本
文
巻
首
に
「
文
溯
閣
寶
」
の
朱
文
大
方
印
、
上
冊
末
尾
に
「
乾
隆
御
覽
之

寶
」
の
朱
文
方
印
の
鈐
印
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
が
四
庫
全
書
の
原
本
で
な

い
こ
と
は
、
上
述
し
た
文
溯
閣
四
庫
全
書
の
亡
失
リ
ス
ト
に
本
書
が
載
せ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
察
知
せ
ら
れ
る
が
、
ほ
か
に
表
紙
の
色
が
違
う
こ
と

（
同
書
は
集
部
に
属
す
る
か
ら
灰
色
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
げ
茶
色
で

あ
る
）、
巻
首
副
葉
裏
に
詳
校
官
や
覆
核
官
の
名
を
記
し
た
黄
色
の
小
附
箋
が

な
い
こ
と
か
ら
そ
う
判
断
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
文
溯
閣
寶
」
と
「
乾
隆

御
覽
之
寶
」
の
印
章
は
、
も
と
の
印
章
に
忠
実
に
模
刻
さ
れ
た
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
る
。



二
二

　

一
方
、『
鯨
背
吟
集
』
の
方
は
「
文
溯
閣
寶
」
と
「
乾
隆
御
覽
之
寶
」
の
鈐

印
が
な
く
、
詳
校
官
た
ち
の
黄
色
の
小
附
箋
も
な
い
の
で
、
一
見
し
て
原
本

で
は
な
く
写
し
で
あ
る
と
わ
か
る
。

　

こ
の
『
鯨
背
吟
集
』
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、
書
物
と
は
別
に
三
葉
の

朱
糸
欄
罫
紙
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
第
一
葉
は
巻
首
を
鈔
写
す
る

と
と
も
に
「
文
溯
閣
寶
」
の
鈐
印
を
手
書
き
で
写
し
と
っ
て
い
る（
図
15
参

照
）。
第
二
葉
は
、末
葉
を
鈔
写
す
る
と
と
も
に
「
乾
隆
御
覽
之
寶
」
の
鈐
印

を
、
こ
れ
ま
た
手
書
き
で
写
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
三
葉
は
も
と
も
と
巻
首

副
葉
裏
に
あ
る
べ
き
は
ず
の
総
校
官
、
校
対
官
ら
の
名
前
を
書
き
写
し
て
い

る
。
つ
ま
り
こ
の
本
は
、
も
と
の
文
溯
閣
本
を
な
る
べ
く
忠
実
に
写
し
取
ろ

う
と
し
た
も
の
な
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
藤
文
庫
の
『
中
原
音
韻
』
と
『
鯨
背
吟
集
』
は
文
溯
閣

本
を
鈔
写
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
『
鯨
背
吟
集
』
の
鈔
写
に

つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
経
緯
が
わ
か
る
の
で
次
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
『
鯨
背
吟
集
』
に
は
鈴
鹿
三
七
の
湖
南
宛
手
紙
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

こ
の
よ
う
に
あ
る
（
図
16
参
照（

（1
（

）。

拝
啓
仕
候

陳
ば
写
し
物
出

来
ニ
付
御
届
け

申
上
候

原
本
ハ
昨
日
東

京
和
田
氏
へ
発

送
致
し
置
候

　
　
　
　

頓
首

　

九
月
七
日

　
　
　
　

鈴
鹿
三
七

　
　
　
　
　
　
　
　

拝

内
藤
先
生

　
　
　

侍
史

　

小
生
一
同
参
館
可
致
候

　

処
昨
今
多
忙
そ
の
内

　

拝
趨
可
致
候

　

手
紙
の
差
出
人
の
鈴
鹿
三
七
は
京
都
の
卜
部
神
道
家
の
神
官
で（

（1
（

、
こ
れ
に

よ
る
と
「
写
し
物
出
来
ニ
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鈴
鹿
三
七
が
鈔
写
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
原
本
ハ
昨
日
東
京
和
田
氏
へ
発
送
致
し
置
候
」

と
い
う
よ
う
に
、
原
本
が
「
東
京
和
田
氏
」
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

こ
の
「
東
京
和
田
氏
」
と
は
、
和
田
維つ
な

四し

郎ろ
う

の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
れ

が
わ
か
る
か
と
い
う
と
、
和
田
の
蔵
書
「
雲
村
文
庫
」
に
文
溯
閣
四
庫
全
書

の
『
鯨
背
吟
集
』
原
本
が
蔵
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
和
田
の
『
雲

村
文
庫
目
録
』
乙
第
二
輯
・
甲
追
補
（
一
九
二
六
年
）
を
見
る
と
、
旧
鈔
本



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

二
三

と
し
て
「
欽
定
四
庫
全
書
」
を
著
録
し
て
い
る
中
に
「
鯨
背
吟
集
」
が
あ
り
、

そ
こ
に
「
文
溯
閣
寶　

乾
隆
御
覽
之
寶
ノ
印
ア
リ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
（
図
17
参
照
）。

　

和
田
維
四
郎
（
一
八
五
六

－

一
九
二
〇
）
は
、
日
本
近
代
鉱
物
学
の
創
始

者
と
し
て
知
ら
れ
、
初
代
地
質
調
査
所
所
長
、
東
大
教
授
、
八
幡
製
鉄
所
長

官
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
雲
村
と
号
し
て
古
書
を
収
集
、
研
究
し
、
貴
重

書
閲
覧
の
記
録
『
訪
書
余
録
』
を
著
わ
す
な
ど
書
誌
学
者
と
し
て
も
活
躍
し

た
人
物
で
あ
る（

（1
（

。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
『
鯨
背

吟
集
』
の
鈔
本
は
和
田
維
四
郎
の
雲
村
文
庫
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
、
前
に
も
言
及
し
た
「
文
溯
閣
四
庫
全
書
運
復
記
」
を
見
る
と
、
文
溯

閣
か
ら
失
わ
れ
た
七
十
二
巻
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
「『
鯨
背
集
』
一
巻
」
が

載
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
『
鯨
背
吟
集
』

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
文
溯
閣
『
鯨
背
吟
集
』
は
『
瑟

譜
』『
韶
舞
九
成
楽
補
』『
雁
門
集
』
と
同
様
に
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
二
五

年
の
間
に
外
部
に
流
出
し
て
日
本
へ
と
将
来
さ
れ
、
そ
し
て
和
田
の
得
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

3
　
東
洋
文
庫
お
よ
び
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
関
連
四
庫
全
書

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
溯
閣
本
『
鯨
背
吟
集
』
の
原
本
は
現
在
、
東
京
の
東

洋
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

〔
東
洋
文
庫
蔵
〕

『
鯨
背
吟
集
』
一
巻
（
貴
重
書 X

I

－3

－B

－20

－0　

文
溯
閣
本
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
和
田
が
、
岩
崎
久
弥
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
東
洋

文
庫
の
古
籍
収
集
責
任
者
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
和
田
の
雲
村
文
庫
の
多
く

が
東
洋
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、『
雲
村
文
庫
目
録
』
乙
第
二
輯
・
甲
追
補
に
は
も
う
一
つ
の
四

庫
全
書
が
著
録
さ
れ
て
い
る
の
で
つ
い
で
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
清
・
高
晋

等
奉
勅
撰
『
南
巡
盛
典
』
零
本
一
冊
（
巻
二
十
至
二
十
二
）
が
そ
れ
で
、
同

目
録
に
鈐
印
「
文
源
閣
寶
」「
圓
明
園
寶
」
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と

円
明
園
の
文
源
閣
本
四
庫
全
書
で
あ
っ
た
（
図
17
参
照
）。
先
に
も
触
れ
た
よ

う
に
、
文
源
閣
本
は
咸
豊
十
年
（
一
八
六
〇
）
の
ア
ロ
ー
戦
争
の
際
、
英
仏

聯
合
軍
が
円
明
園
を
焼
き
払
っ
た
こ
と
で
灰
燼
に
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

ま
っ
た
く
消
失
し
去
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
の
零
本
が
日
本
に
伝

わ
り
、
和
田
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
本
は
現
在
、
前
述
の
文

溯
閣
本
『
鯨
背
吟
集
』
と
同
じ
く
、
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
次
が

そ
う
で
あ
る
。

〔
東
洋
文
庫
蔵
〕

『
南
巡
盛
典
』
零
本　

存
卷
第
二
十
至
第
二
十
二　

一
冊

�

（
貴
重
書 X

I

－3

－B

－22

－0　

文
源
閣
本
）



二
四

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
、
大
阪
の
杏
雨
書
屋
の
「
恭
仁
山
荘
善
本
」
に
『
南
巡

盛
典
』
零
本
一
冊
（
巻
二
十
八
至
二
十
九
）
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
は

な
は
だ
興
味
深
い
。
こ
の
文
源
閣
本
『
南
巡
盛
典
』
は
「
雲
邨
文
庫
」
の
鈐

印
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
も
と
も
と
和
田
維
四
郎
の
所
有
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
の
ち
に
湖
南
の
所
蔵
に
帰
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、

〔
杏
雨
書
屋
蔵　

恭
仁
山
荘
善
本
〕

『
南
巡
盛
典
』
零
本　

存
卷
第
二
十
八
至
第
二
十
九　

一
冊
（
文
源
閣
本
）

が
そ
う
で
あ
る
（
図
18
参
照
）。
恭
仁
山
荘
善
本
が
湖
南
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
上
に
述
べ
た
東
洋
文
庫
本
『
南
巡
盛
典
』

と
巻
数
が
違
う
こ
と
か
ら
、
結
局
、
和
田
は
同
書
の
零
本
を
少
な
く
と
も
二

冊
持
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
冊
が
東
洋
文
庫
に
帰
し
、
一
冊
が
湖
南
の

蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
『
南
巡
盛
典
』
を
め
ぐ
っ
て
も
う
一
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す

れ
ば
、
日
本
に
は
、
文
津
閣
四
庫
全
書
本
の
『
南
巡
盛
典
』
も
も
た
ら
さ
れ

て
い
た
。
東
京
の
大
倉
文
化
財
団
・
大
倉
集
古
館
旧
蔵
で
、
全
百
二
十
巻
、

四
十
二
冊
、
毎
冊
本
文
巻
首
に
「
文
津
閣
寶
」
の
朱
文
大
方
印
、
毎
冊
末
尾

に
「
避
暑
山
荘
」
の
朱
文
大
方
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
和
田
の
所
蔵

し
て
い
た
文
源
閣
本
と
は
違
う
文
津
閣
本
で
あ
り
、
全
書
が
揃
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
貴
重
で
あ
る
（
図
19
参
照
）。
た
だ
し
近
年
、
二
〇
一
三
年
に
至
っ

て
、
大
倉
集
古
館
の
数
多
く
の
貴
重
漢
籍
類
は
北
京
大
学
の
購
入
す
る
と
こ

ろ
な
り
、
同
大
学
図
書
館
に
「
大
倉
文
庫
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
文
津
閣
本
『
南
巡
盛
典
』
は
こ
う
し
て
「
里
帰
り
」
し
た
わ
け
で
、

日
中
間
に
お
け
る
近
年
の
書
籍
交
流
史
の
一
コ
マ
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て

お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
か
つ
て
は
日
本
側
が
中
国
の
書
籍
を
買
っ
た
が
、

今
は
中
国
側
が
日
本
所
蔵
の
書
籍
を
買
い
戻
し
て
い
る
と
い
う
、
一
種
の
逆

転
現
象
が
こ
こ
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

長
澤
文
庫
蔵
の
文
瀾
閣
四
庫
全
書

　

さ
て
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
に
は
も
う
一
つ
、
長
澤
文
庫
に
文
瀾
閣
四

庫
全
書
の
原
本
一
点
が
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
報
告
し
て
お
き
た
い
。
同
文
庫

は
日
本
を
代
表
す
る
書
誌
学
者
、
長
澤
規
矩
也
（
一
九
〇
二

－

一
九
八
〇
）

の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
次
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

『
嘉
禾
百
詠
』
一
巻　

宋 

張
堯
同
撰　

一
冊

�

（
請
求
番
号 CL23**B*24

）

　

二
十
七
・
六
×
十
七
・
三
セ
ン
チ
、
匡
郭
二
十
×
十
二
・
九
セ
ン
チ

　

線
装
、
四
つ
目
綴
じ
、
黒
灰
色
の
絹
表
紙

　

罫
紙
は
朱
糸
欄
で
四
周
双
辺
。
半
葉
八
行
、
行
二
十
一
字

　

こ
れ
は
本
文
巻
首
に
「
古
稀
天
子
之
寶
」の
白
文
大
方
印
、末
尾
に
「
乾
隆

御
覽
之
寶
」
の
朱
文
方
印
の
鈐
印
が
あ
り
、
巻
首
の
鈐
印
が
文
溯
閣
本
と
は

違
っ
て
い
る
。
本
の
大
き
さ
と
匡
郭
も
上
述
し
た
文
溯
閣
本
よ
り
小
ぶ
り
で



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

二
五

あ
る
。
包
背
装
で
は
な
く
線
装
で
あ
る
こ
と
も
文
溯
閣
本
と
は
違
っ
て
い
る

（
図
20
お
よ
び
21
参
照
）。

　

こ
の
ほ
か
、
巻
末
副
葉
に
総
校
官
と
校
対
の
名
を
記
す
と
と
も
に
、
さ
ら

に
詳
校
官
の
名
を
記
し
た
黄
色
の
小
附
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
も
文
溯
閣

本
と
は
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
文
溯
閣
本
の
場
合
、
巻
末
で
は
な
く
巻
頭
の

副
葉
に
こ
れ
ら
が
記
さ
れ
、
ま
た
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
上
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
（
図
22
参
照
）。

　

総
校
官 

編 

修 

臣 

呉
裕
徳

　
　
　
　

 

編 

修 

臣 

胡　

栄

　

校　

対 

監 

生 

臣 

蔣
光
弼

詳
校
官
左
都
御
史 

臣 

李　

綬

詳
校
官
内
閣
中
書 

臣 

繆
炳
泰

　

長
澤
自
身
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、「
北
平
の
本
屋

か
ら
小
型
の
四
庫
全
書
本
の
嘉
禾
百
詠
が
送
ら
れ
て
き
た
」
と
い
い
、
そ
れ

を
「
金
二
十
五
元
」
を
送
金
し
て
購
入
し
た
と
い
う（

（1
（

。
ま
た
こ
の
本
に
つ
い

て
長
澤
は
、

首
に
「
古
稀
天
子
之
宝
」
の
白
文
方
印
、
尾
に
「
乾
隆
御
覧
之
宝
」
朱

文
方
印
が
あ
る
だ
け
で
、
閣
の
印
は
な
い
の
で
、
北
支
の
学
者
中
に
は

文
瀾
閣
本
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
が
多
い
の
も
面
白
い
。
体
裁
は
小

さ
い
だ
け
の
差
で
（
例
え
ば
予
の
蔵
本
は
匡
郭
内
縦
六
寸
七
分
横
四
寸

二
分
半
）、
字
詰
等
は
同
じ
で
あ
る
。
…
…
初
は
文
瀾
閣
本
で
は
あ
る
ま

い
と
考
え
、
殊
に
二
三
の
老
先
輩
に
尋
ね
た
が
文
瀾
閣
本
と
は
認
め
て

く
れ
ぬ
の
で
、
文
瀾
閣
本
と
は
知
ら
ず
に
買
ひ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
併

し
、
文
瀾
閣
本
を
再
見
し
て
同
種
な
の
を
知
り
、
且
既
見
の
各
書
が
何

れ
も
現
在
鈔
配
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
れ
ば
、
底
本
、
副
本
、
摹
本
な
ど

と
い
ふ
臆
説
は
固
よ
り
、
他
の
二
閣
―
江
浙
三
閣
の
う
ち
の
文
匯
閣

と
文
宗
閣
（
引
用
者
注
）
―
の
残
本
と
考
へ
る
必
要
も
あ
る
ま
い（

（1
（

。

と
も
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、
杭
州
を
訪
問
し
た

長
澤
が
当
地
の
文
瀾
閣
本
を
実
見
し
て
確
認
し
た
時
の
話
で
あ
っ
て
た
い
へ

ん
興
味
深
い
。

　

中
国
北
京
の
学
者
た
ち
は
同
書
に
「
文
瀾
閣
」
の
鈐
印
が
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
こ
れ
を
文
瀾
閣
本
と
は
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
い
ま
光
緒
二
十
四

年
（
一
八
九
八
）
に
文
瀾
閣
に
つ
い
て
記
し
た
孫
樹
礼
『
文
瀾
閣
志
』
を
調

べ
て
み
る
と
、
文
瀾
閣
本
の
款
式
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

経
部
葵
緑
絹
面
、
史
部
紅
絹
面
、
子
部
月
白
絹
面
、
集
部
黒
灰
絹
面
。

…
…
毎
部
首
列
提
要
一
編
、
附
総
纂
官
・
総
校
官
臣
姓
名
、
末
綴
謄
録

生
・
校
対
生
臣
姓
名
、
另
黏
黄
簽
詳
校
官
臣
姓
名
、
毎
冊
首
頁
印
鈐
古

稀
天
子
之
寶
白
文
、
後
頁
印
鈐
乾
隆
御
覧
之
寶
朱
文
印
。（
巻
上

（
（2
（

）



二
六

　

こ
こ
に
い
う
各
書
冒
頭
に
提
要
一
篇
を
載
せ
る
こ
と
、
そ
れ
に
総
纂
官
・

総
校
官
臣
の
姓
名
を
附
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
巻
末
に
謄
録
生
・
校
対
生
の

名
を
掲
げ
る
と
と
も
に
黄
簽
（
黄
色
の
小
附
箋
）
に
詳
校
官
の
名
を
書
い
て

貼
り
つ
け
る
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
長
澤
文
庫
本
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
巻
首
に
「
古
稀
天
子
之
寶
」
の
白
文
印
を
、
末
尾
に
「
乾
隆
御
覽

之
寶
」
の
朱
文
印
を
押
す
点
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
そ
も
そ
も
文
瀾
閣
本
に

は
「
文
瀾
閣
寶
」
の
鈐
印
が
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
で
わ
か
る
。

　

念
の
た
め
、
文
瀾
閣
の
書
目
も
見
て
み
よ
う
。
民
国
十
二
年
（
一
九
二
三
）

の
銭
恂
編
『
壬
子
文
瀾
閣
所
存
書
目
』
に
よ
る
と
、
そ
の
集
部
の
「
嘉
禾
百

詠
一
巻
」
の
下
に
「
一
冊　

補
鈔
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
民
国
十
八
年

（
一
九
二
九
）
の
序
を
も
つ
楊
立
誠
編
『
文
瀾
閣
目
書
目
』
に
も
「
嘉
禾
百

詠
」
一
巻
が
載
っ
て
い
る
が
、
備
考
欄
に
「
丁
氏
補
抄
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

こ
こ
に
「
丁
氏
」
と
い
う
の
は
杭
州
の
丁
申
、
丁
丙
兄
弟
の
こ
と
で
、
彼
ら

は
光
緒
八
年
（
一
八
八
二
）
以
降
、
太
平
天
国
軍
に
よ
っ
て
亡
佚
し
た
文
瀾

閣
四
庫
全
書
を
他
書
に
よ
っ
て
補
鈔
す
る
作
業
に
と
り
く
ん
で
い
た
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
文
瀾
閣
か
ら
『
嘉
禾
百
詠
』
一
巻
が

失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
丁
子
兄
弟
に
よ
っ
て
壬
子
年
、
す
な
わ
ち
民
国
元
年

（
一
九
一
二
）
に
は
補
鈔
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
長
澤
が
同

書
を
入
手
し
た
の
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
流
失

後
か
な
り
経
っ
て
市
場
に
出
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
装
訂
が
包
背

装
で
は
な
く
線
装
で
あ
る
こ
と
が
気
に
は
な
る
が
、
の
ち
に
そ
の
よ
う
に
仕

立
て
直
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
済
む
話
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
、
長
澤
文
庫
の
『
嘉
禾
百
詠
』
が
文
瀾
閣
四
庫
全
書
本
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
長
澤
氏
の
判
断
は
正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
書
は
本
学
図
書
館
に
蔵
す
る
四
庫
全
書
の
も
う
一
つ
の
原
本
と
し
て
は
な

は
だ
貴
重
な
も
の
な
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
日
本
に
は
四
庫
全
書
の
残
本
が
他
に
も
少
な
か
ら
ず
伝

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
本
稿
の
範
囲
を
越
え
る
の
で
割
愛
す
る
が
、
長

澤
規
矩
也
お
よ
び
劉
玉
才
の
論
文
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い（

（2
（

。

小　

結
―
ま
た
『
文
溯
閣
四
庫
全
書
提
要
』
に
つ
い
て

　

以
上
、
考
証
が
い
く
ら
か
煩
瑣
に
な
っ
た
が
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
は
お

お
む
ね
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
本
学
内
藤
文
庫
に
は
文
溯
閣
四
庫
全
書
の
原
本
と
し
て
『
瑟
譜
』、『
韶

舞
九
成
楽
補
』、『
雁
門
集
』
の
三
点
を
蔵
す
る
。

二
、
こ
れ
ら
は
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
か
け
て
、
文
溯
閣
四
庫

全
書
が
奉
天
と
北
京
を
移
動
す
る
間
に
外
部
に
流
出
し
、
何
ら
か
の
ル

ー
ト
を
経
て
湖
南
の
所
蔵
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
湖
南
と
文
溯
閣
の
関
係
つ
い
て
い
え
ば
、
湖
南
は
一
九
一
二
年
三
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
奉
天
に
出
張
し
、
そ
の
間
『
礼
部
志
稿
』
な
ど
文

溯
閣
四
庫
全
書
の
珍
本
を
鈔
写
さ
せ
て
い
る
。

四
、
こ
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
本
『
礼
部
志
稿
』
の
鈔
本
の
一
部
は
内
藤
文

庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
詳
細
な
内
容
目
録
『
礼
部
志
稿
仮
目
録
』



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

二
七

も
内
藤
文
庫
に
あ
る
。

五
、
ほ
か
に
内
藤
文
庫
に
は
文
溯
閣
四
庫
全
書
本
『
中
原
音
韻
』
と
『
鯨

背
吟
集
』
を
写
し
た
鈔
本
も
蔵
さ
れ
て
い
る
。

六
、
こ
の
う
ち
『
鯨
背
吟
集
』
鈔
本
は
東
京
の
蔵
書
家
、
和
田
維
四
郎
の

所
蔵
本
を
借
り
て
写
し
た
も
の
で
、
そ
の
原
本
は
現
在
は
東
洋
文
庫
の

所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

七
、
和
田
維
四
郎
は
ほ
か
に
、
北
京
円
明
園
に
あ
っ
た
文
源
閣
本
の
『
南

巡
盛
典
』
零
本
を
二
冊
所
有
し
て
お
り
、
現
在
、
そ
の
う
ち
の
一
冊
は

東
洋
文
庫
に
蔵
さ
れ
、
一
冊
は
湖
南
の
架
蔵
を
経
て
杏
雨
書
屋
に
恭
仁

山
荘
善
本
と
し
て
蔵
さ
れ
て
い
る
。

八
、
さ
ら
に
、
本
学
長
澤
文
庫
に
は
文
瀾
閣
四
庫
全
書
の
原
本
と
し
て
『
嘉

禾
百
詠
』
一
点
を
蔵
す
る
。
同
書
は
『
文
瀾
閣
志
』
に
い
う
款
式
や
書

目
か
ら
し
て
も
文
瀾
閣
本
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と
い
え

る
。

　

本
稿
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、
今
回
と
り
あ
げ
た
文
溯
閣
四
庫
全
書

に
関
し
、
そ
の
提
要
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
四
庫
全
書
の
各
書
に
は
、
冒
頭
に
み
な
そ
の

書
の
提
要
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
提
要
は
き
わ
め
て
有
用
な
も
の
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
四
庫
全
書
が
成
っ
た
の
と
同
年
の
乾
隆
四
十
六
年
（
一
七
八
一
）

に
全
体
が
抜
き
出
さ
れ
、
補
訂
を
経
て
乾
隆
六
十
年
（
一
七
九
五
）
に
武
英

殿
か
ら
単
行
本
『
四
庫
全
書
総
目
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た（

（2
（

。
そ
の
後
、
こ
の

書
は
木
版
本
や
石
印
本
に
よ
り
何
度
か
版
を
重
ね（

（2
（

、
一
九
三
一
年
に
至
っ
て

上
海
・
商
務
印
書
館
か
ら
万
有
文
庫
の
「
国
学
基
本
叢
書
」
と
し
て
活
字
本

が
出
さ
れ
、
書
名
も
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
、「
提
要
」
の
二
字
が
つ
け

加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
活
字
本
は
戦
後
、
台
湾
・
商
務
印
書
館
か
ら
影

印
本
が
索
引
つ
き
で
出
版
さ
れ
る
。
現
在
、
最
も
通
行
し
て
い
る
の
は
お
そ

ら
く
こ
の
台
湾
版
で
、
筆
者
も
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
四
庫
全
書
総
目
』
の
内
容
は
各
書
に
附
さ
れ
て
い
た

も
と
の
提
要
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
く
、
異
な
る
記
述
も
多
い
。
そ
の

た
め
、
中
国
の
学
者
金
毓
黻
（
一
八
八
七

－

一
九
六
二
）
は
文
溯
閣
四
庫
全

書
か
ら
提
要
部
分
を
取
り
出
し
、
康
徳
二
年
（
一
九
三
五
）『
文
溯
閣
四
庫
全

書
提
要
』
と
し
て
刊
行
し
た
。
当
時
金
毓
黻
は
満
洲
国
の
国
立
奉
天
図
書
館

副
館
長
で
あ
り
、
い
わ
ば
満
洲
国
の
力
を
借
り
て
も
う
一
つ
の
活
字
本
四
庫

提
要
が
上
海
・
商
務
印
書
館
本
に
継
い
で
世
に
出
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
『
文
溯
閣
四
庫
全
書
提
要
』
は
四
庫
全
書
か
ら
提
要
を
直
接
抜
き
出

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
四
庫
提
要
の
も
と
の
形
を
忠
実
に
伝
え
る
と
い
え
る

が
、
満
洲
国
に
お
け
る
出
版
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
従
来
ほ
と
ん
ど
注
意
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
近
年
に
な
っ
て
金
毓
黻
の
着
実
な
仕
事
ぶ
り
や

四
庫
全
書
そ
の
も
の
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
影
印
版
が
二
度
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

　
『
文
溯
閣
四
庫
全
書
提
要
』
の
出
版
に
関
す
る
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。



二
八

一
、
一
九
三
五
年
（
康
徳
二
年
）、『
文
溯
閣
四
庫
全
書
提
要
』
線
装
三

十
二
冊
が
奉
天
・
遼
海
書
社
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。
活
字
本
。

二
、
一
九
三
八
年
（
康
徳
五
年
）、『
文
溯
閣
四
庫
全
書
要
略
及
索
引
』

平
装
一
冊
が
満
州
国
・
国
立
奉
天
図
書
館
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。
活
字

本
。

三
、
一
九
九
九
年
、『
金
毓
黻
手
定
文
溯
閣
四
庫
全
書
提
要
』
精
装
二
冊

が
北
京
・
中
華
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
復
制
中
心
よ
り
影
印
出
版
さ

れ
る
。

四
、
二
〇
一
四
年
、『
文
溯
閣
四
庫
全
書
提
要
』（
金
毓
黻
等
編
）
精
装

六
冊
が
北
京
・
中
華
書
局
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
る
。
書
名
索
引
の
検

字
を
附
す
。

　

こ
の
よ
う
に
『
文
溯
閣
四
庫
全
書
提
要
』
は
近
年
再
評
価
さ
れ
、
い
わ
ば

リ
バ
イ
バ
ル
し
た
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

　

こ
こ
で
も
う
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
金
毓
黻
が
編
纂
作
業
を
進

め
つ
つ
あ
っ
た
一
九
三
一
年
、
上
述
の
よ
う
に
、
上
海
・
商
務
印
書
館
が
活

字
本
の
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
万
有
文
庫
本
）
を
刊
行
し
、
さ
ら
に
一
九

三
五
年
に
は
文
淵
閣
四
庫
全
書
の
中
の
貴
重
書
二
百
三
十
種
を
集
め
た
「
四

庫
全
書
珍
本
初
集
」
を
影
印
出
版
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当

時
、
南
（
上
海
）
と
北
（
奉
天
）
で
四
庫
全
書
に
関
す
る
作
業
が
同
時
に
、

だ
が
別
々
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
興
味

深
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
金
毓
黻
は
上
海
の
こ
う
し
た
動
き
を
知
っ
て
い
て
、
一
九
三

五
年
の
『
文
溯
閣
四
庫
全
書
提
要
』
冒
頭
の
解
題
で
は
商
務
印
書
館
の
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』
に
触
れ
、
同
書
に
「
提
要
」
の
二
字
を
つ
け
加
え
た
の

は
、
そ
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
と
は
い
え
、
原
本
の
旧
と
は
違
う
と
い
っ
て

批
判
し
て
い
る
。
確
か
に
そ
う
で
、
商
務
印
書
館
版
は
書
名
と
し
て
は
、
本

来
の
『
四
庫
全
書
総
目
』
を
用
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
金
毓
黻
の
作
業
を
支
援
し
た
満
鉄
・
奉
天
図
書
館
司
書
の
植

野
武
雄
は
関
西
大
学
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
、
泊
園
書
院
で
石
濵
純
太
郎
に
学
ん

だ
人
物
で
あ
り
、
植
野
は
戦
後
、
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
と
な
っ
た
。
ま
た

石
濵
は
他
な
ら
ぬ
湖
南
を
師
と
仰
い
で
い
た
。
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
関
し
て

は
内
藤
湖
南
―
石
濵
純
太
郎
―
植
野
武
雄
と
い
う
、
関
西
大
学
に
関
係

す
る
人
々
が
か
か
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
う
し
た
奇
遇
を
感
じ
な
が
ら
本

稿
を
執
筆
し
た
こ
と
を
最
後
に
附
言
し
て
お
き
た
い
。

注（
1
）	

吾
妻
重
二
「『
続
修
四
庫
全
書
』
と
四
庫
関
連
叢
書
」（『
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ

ー
ラ
ム
』
第
九
号
、
二
〇
〇
四
年
）。
い
ま
吾
妻
『
宋
代
思
想
の
研
究
―
儒
教
・

道
教
・
仏
教
を
め
ぐ
る
考
察
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
）
に
収
む
。

（
2
）	

以
下
、
四
庫
全
書
編
纂
の
詳
細
に
つ
い
て
は
近
藤
春
雄
『
四
庫
全
書
概
説
』（
東

亜
研
究
会
、
一
九
三
七
年
）、
黄
愛
平
『
四
庫
全
書
纂
修
研
究
』（
中
国
人
民
大
学

出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

（
3
）	
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
四
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）「
年
譜
」、
六
六
五

頁
。
ま
た
「
文
溯
閣
の
四
庫
全
書
」（『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
二
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
七
〇
年
）
参
照
。
こ
の
論
文
は
一
九
一
二
年
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
原
載
。
ま



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

二
九

た
「
奉
天
訪
書
日
記
」（『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
）

も
見
ら
れ
た
い
。

（
4
）	

前
注
所
掲
の
内
藤
湖
南
「
文
溯
閣
の
四
庫
全
書
」
に
よ
る
。

（
5
）	
『
文
溯
閣
四
庫
全
書
要
略
及
索
引
』（
国
立
奉
天
図
書
館
、
一
九
三
八
年
）「
附
録

二　

文
溯
閣
四
庫
全
書
運
復
記
」、
一
八
頁
。
ま
た
同
書
の
「
附
録
六　

文
溯
閣
四

庫
全
書
抄
補
書
名
表
」
参
照
。

（
6
）	

植
野
武
雄
「
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
就
て
」（
斯
文
』
第
一
九
編
第
七
号
、
一
九
三

七
年
）。
満
洲
事
変
の
際
、
消
失
の
危
機
に
瀕
し
た
文
溯
閣
四
庫
全
書
を
救
っ
た
の

も
、
満
鉄
・
奉
天
図
書
館
館
長
の
衛
藤
利
夫
お
よ
び
同
図
書
館
司
書
の
植
野
武
雄

で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
「
植
野
武
雄
と
そ
の
東
洋
学
―
附
・

著
述
目
録
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
一
輯
、
二
〇
一
八
年
）

三
〇

－

三
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）	W

eb

：
百
度
百
科
「
文
溯
閣
（
蘭
州
市
蔵
書
楼
）」（
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
日
）。

（
8
）	

内
藤
湖
南
「
奉
天
訪
書
談
」。『
内
藤
湖
南
全
集
』
巻
十
二
巻
（
筑
摩
書
房
、
一

九
七
〇
年
）
所
収
、
三
一
六
頁
。

（
9
）	

な
お
、
こ
れ
ら
は
初
め
に
述
べ
た
『
関
西
大
学
所
蔵　

内
藤
文
庫
漢
籍
古
刊
古

鈔
目
録
』（
関
西
大
学
図
書
館
、
一
九
八
六
年
）
九
三
頁
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	

前
注
『
関
西
大
学
所
蔵　

内
藤
文
庫
漢
籍
古
刊
古
鈔
目
録
』
九
三
頁
に
も
著
録

あ
り
。

（
11
）	

な
お
『
四
庫
全
書
総
目
』
は
百
十
巻
と
す
る
。
四
庫
全
書
所
収
の
同
書
は
文
淵

閣
本
、
文
溯
閣
本
と
も
百
巻
な
の
で
、
こ
れ
は
四
庫
全
書
が
成
っ
た
あ
と
、
百
十

巻
本
に
よ
り
『
総
目
』
の
記
述
に
訂
正
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）	

筆
跡
か
ら
し
て
こ
の
ペ
ン
書
き
の
目
録
は
湖
南
自
筆
で
は
な
く
、
人
に
命
じ
て

作
ら
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
13
）	

こ
の
う
ち
い
く
つ
か
の
難
字
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
本
学
非
常
勤
講
師
の
吉
川
潤

氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
14
）	

内
藤
文
庫
に
は
鈴
鹿
か
ら
の
手
紙
が
他
に
数
通
蔵
さ
れ
お
り
、
交
遊
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
関
西
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
「
関
西
大
学
所
蔵
内
藤
文
庫
17
：

湖
南
宛
書
」（
二
〇
一
三
年
、http://hdl.handle.net/10112/10443

）
参
照
。
な

お
、
鈴
鹿
三
七
は
蔵
書
家
で
も
あ
り
、
現
在
そ
の
蔵
書
が
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館

に
「
鈴
鹿
文
庫
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）	

『
国
史
大
辞
典
』
第
十
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）「
和
田
維
四
郎
」

参
照
。

（
16
）	

『
恭
仁
山
荘
善
本
書
影
』（
大
阪
府
立
図
書
館
、
一
九
三
五
年
）
の
「
九
二　

欽

定
四
庫
全
書　

史
部　

南
巡
盛
典
」、『
新
修
恭
仁
山
荘
善
本
書
影
』（
臨
川
書
店
、

一
九
八
五
年
）
の
図
版
一
六
三
頁
、
解
説
九
四
頁
。

（
17
）	

北
京
大
学
図
書
館
編
『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
“
大
倉
文
庫
”
書
志
』（
全
五
冊
、

北
京
・
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
第
二
冊
四
九
〇
頁
、
お
よ
び
北
京
大
学
図
書

館
編
『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
“
大
倉
文
庫
”
善
本
図
録
』（
全
二
冊
、
北
京
・
中
華

書
局
、
二
〇
一
四
年
）
下
冊
五
九
八
頁
以
下
に
文
津
閣
本
『
南
巡
盛
典
』
の
解
説

と
書
影
を
載
せ
る
。

（
18
）	

長
澤
規
矩
也
「
書
誌
随
想
」（『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
第
六
巻
、
汲
古
書
院
、

一
九
八
四
年
）
二
五
九
頁
。
も
と
『
大
安
』
第
十
二
巻
第
二
号
、
一
九
六
六
年
）

に
掲
載
。
ま
た
同
文
に
よ
れ
ば
、
四
庫
全
書
に
つ
い
て
発
表
し
た
こ
と
の
あ
る
市

村
瓚
次
郎
が
、
冒
頭
に
文
瀾
閣
の
印
が
な
い
た
め
、
せ
い
ぜ
い
四
庫
本
の
底
本
だ

と
い
う
結
論
を
出
し
た
と
い
う
。

（
19
）	

長
澤
規
矩
也
「
現
存
の
四
庫
全
書
と
覆
製
の
価
値
」（『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』

第
一
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
）
三
四
八
頁
。
も
と
『
書
物
趣
味
』
第
一
巻

第
一
号
（
ブ
ッ
ク
ド
ム
社
、
一
九
三
二
年
）
に
掲
載
。

（
20
）	

『
文
瀾
閣
志
』、『
中
国
園
林
名
勝
志
叢
刊
』
三
十
七
所
収
影
印
（
廣
陵
書
社
、
二

〇
〇
六
年
）。

（
21
）	

銭
恂
編
『
壬
子
文
瀾
閣
所
存
書
目
』（
浙
江
公
立
図
書
館
、
一
九
二
三
年
）。『
明

清
以
来
公
蔵
書
目
彙
刊
』（
北
京
図
書
館
出
版
社
影
印
、
二
〇
〇
八
年
）
第
一
冊
所

収
。

（
22
）	
楊
立
誠
編
『
文
瀾
閣
目
書
目
』（
浙
江
省
立
図
書
館
四
庫
目
略
発
行
處
、
一
九
二

九
年
）。
前
注
所
掲
『
明
清
以
来
公
蔵
書
目
彙
刊
』
第
二
冊
所
収
。

（
23
）	
な
お
、
補
鈔
に
よ
り
旧
に
復
し
た
文
瀾
閣
四
庫
全
書
は
現
在
、
杭
州
市
の
浙
江

図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
瀾
閣
四
庫
全
書
は
二
〇
一
五
年
五
月
、



三
〇

精
装
一
五
五
九
册
と
い
う
厖
大
な
分
量
を
も
っ
て
杭
州
出
版
社
か
ら
す
べ
て
影
印

出
版
さ
れ
た
。

（
24
）	

前
注
所
掲
の
長
澤
規
矩
也
「
現
存
の
四
庫
全
書
と
覆
製
の
価
値
」、
お
よ
び
劉
玉

才
「
日
蔵
《
四
庫
全
書
》
散
本
雑
考
」（『
文
献
』
季
刊
、
二
〇
〇
六
年
十
月
第
四

期
）。
た
だ
し
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
て
い
る
内
藤
文
庫
蔵
の
文
溯
閣
本
や
そ
の
鈔
本

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
張
子
文
『
四
庫
縹
緗
万
巻
書
：
国
家

図
書
館
館
蔵
与
《
四
庫
全
書
》
相
関
善
本
叙
録
』（
台
湾
・
国
家
図
書
館
、
二
〇
一

二
年
）
は
、
台
北
の
国
家
図
書
館
に
蔵
す
る
四
庫
全
書
関
連
の
善
本
に
つ
き
書
影

と
解
説
を
載
せ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
文
瀾
閣
本
四
庫
全
書
の
書
物
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。

（
25
）	

黄
愛
平
『
四
庫
全
書
纂
修
研
究
』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
三

〇
七
、
三
一
〇
頁
。

（
26
）	

た
と
え
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

	

一�

、
浙
江
杭
州
本
（
木
版
本
）　

底
本
と
な
っ
た
の
は
乾
隆
年
間
の
武
英
殿
版
が
底

本
で
、
そ
の
誤
り
を
正
し
て
刊
行
。
北
京
・
中
華
書
局
『
四
庫
全
書
総
目
』（
一

九
六
五
年
、
一
九
八
一
年
再
版
）
と
し
て
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。

	

二�

、
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
広
東
書
局
本
（
木
版
本
）　

原
田
種
成
編
『
訓
点

本 

四
庫
提
要
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
一
年
～
一
九
九
四
年
）
に
影
印
す
る
の

が
こ
の
版
で
あ
る
。

	

三�

、
一
九
二
六
年　

上
海
・
大
東
書
局
本
（
石
印
本
）　
「
四
庫
未
収
書
目
提
要
」
を

付
す
。
本
書
は
哈
仏
燕
京
学
社
引
得
七
『
四
庫
全
書
総
目
及
未
収
書
目
引
得
』

の
底
本
と
な
っ
た
。

（
27
）	

な
お
、
近
年
の
関
連
出
版
物
と
し
て
『
文
津
閣
四
庫
全
書
提
要
滙
編
』（
北
京
・

商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
六
年
）
全
五
冊
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
津
閣
四
庫
全
書
の
各

書
の
提
要
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
影
印
収
載
し
て
い
る
。
近
年
の
中
国
に
お
け

る
「
四
庫
学
」
ブ
ー
ム
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
B
）（
一
般
）「
泊
園
書

院
を
中
心
と
す
る
日
本
漢
学
の
研
究
と
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」（
研
究
代
表
者
：
吾
妻
重
二　

課
題
番
号18H

00611

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

三
一

図 1　文溯閣四庫全書本『瑟譜』（内藤文庫蔵）図 2　�文溯閣四庫全書本『韶舞九成楽補』�
（内藤文庫蔵）

図 3　文溯閣四庫全書本『雁門集』（内藤文庫蔵）



三
二

図 4　同『瑟譜』巻首　「文溯閣寶」の朱文大方印がある．

図 5　同『韶舞九成楽補』末尾　「乾隆御覽之寶」の朱文方印がある．



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

三
三

図 6　同『雁門集』巻首　やはり「文溯閣寶」の朱文大方印がある．

図 7　詳校官と覆核官の名を記した黄色の小附箋（『瑟譜』）



三
四

図 8　文溯閣の内部（『内藤湖南全集』巻六　附録）図 9　�文溯閣で調査を行う湖南�
（『内藤湖南全集』巻六　附録）

図10　文溯閣四庫全書本『礼部志稿』の鈔本
（前者の提要部分．内藤文庫蔵）



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

三
五

図11　同『礼部志稿』の鈔本（後者の巻五末．内藤文庫蔵）

図12　『礼部志稿假目録』（内藤文庫蔵）



三
六

図15　同『鯨背吟集』附属の第一葉朱糸欄罫紙

図13　文溯閣四庫全書本『中原音韻』の
鈔本（内藤文庫蔵）

図14　文溯閣四庫全書本『鯨背吟集』の鈔本�
（内藤文庫蔵）．「文溯閣寶」の朱文大方
印がない．



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

三
七

図16　鈴鹿三七の湖南宛手紙

図17　『雲村文庫目録』乙第二輯・甲追補�
「欽定四庫全書」以下に「南巡盛典」（文源閣本）と「鯨背吟集」
（文溯閣本）が著録される．



三
八

図18　文源閣四庫全書本『南巡盛典』
（杏雨書屋蔵　恭仁山荘善本）

図19　文津閣四庫全書本『南巡盛典』
（大倉集古館旧蔵．現在は北京大学図書
館「大倉文庫」蔵）

図20　文瀾閣四庫全書本『嘉禾百詠』
（長澤文庫蔵）表紙

図21　同『嘉禾百詠』巻首
「古稀天子之寶」の白文大方印がある．



内
藤
文
庫
所
蔵
の
文
溯
閣
四
庫
全
書
に
つ
い
て

三
九

図22　同『嘉禾百詠』末尾
総校官と校対の名を記すとともに、詳校官の名を記した黄色の小附箋を貼付する．右上には
「乾隆御覽之寶」の朱文方印がある．



四
〇

On Wensuge Siku-quanshu Books  
in the Naito Bunko Collection, Kansai University

AZUMA Juji

	 Naito Bunko, a collection of the work of historian Naito Konan in the Kansai 
University General Library, contains many rare books, but little is known thus 
far about the original work of Wensuge Siku-quanshu “文溯閣四庫全書.” This 
paper investigates and considers the books Sepu “瑟譜,” Shaowu jiuchengyao 
bu “韶舞九成楽補,” and Yanmen ji “雁門集,” in addition to the relationship 
between Konan and Wensuge and the written copy of Wensuge Siku-quanshu. 
I will also examine an original book of Wenlange Siku-quanshu held in the 
Nagasawa Bunko of the Kansai University General Library using new materi-
als. Furthermore, I would like to mention about the annotated catalog of 
Wensuge Siku-quanshu “文溯閣四庫全書提要” compiled by Jin Yufu and its 
significance.

キーワード：�関西大学総合図書館（the Kansai University General Library）、内
藤湖南（NAITO Konan）、長澤規矩也（NAGASAWA Kikuya）、和
田維四郎（WADA Tsunashirou）、金毓黻（JIN Yufu）


